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ロレンスと母権社会
文学研究科英語コミュニケーション専攻博士後期課程満期退学
近藤　真理
序章
　第52集東洋大学大学院紀要論文において、「太陽」を取り上げ、農夫と夫モーリスによる
三角関係から妻ジュリエットの家父長社会への返還について論じた。その際に、ジュリエッ
トの爆発的なセクシャリテを回復するまでの経過を、農夫と出会う前と後で検証していき、
その結果、最終的に、ロレンスはジュリエットの農夫との恋を断ち切らせ、さらには、ニュー
ヨークへと、言わば文明社会へと引き戻らせることで本来あるべき夫婦関係へと引き戻たし
たのだと解した。物語の根底にジェンダーの規範におけるロレンスの巧みな意図が流れてい
ることを証明した。
　さて、ロレンスは、作品以外にも、『無意識の幻想』（1926）という哲学書をまとめ上げ、夫、
妻、親子関係、そして、理想の男女間の支従関係について明らかな見解を見出している。見
逃せないのは、父のあり方についても熱弁しており、始終ロレンスの関心事は、夫婦、親子、
恋人との間に見られる、理想的なパワーバランスと見て取れる。これを証明するかのように、
ロレンスの代表作品には、『チャタレイ夫人の恋人』、『息子と恋人』、『恋する女たち』と枚
挙に暇がないからだ。
　それでは具体的にロレンスはどのような夫婦像を作品に写し出していたのか。そこで、今
回の論文では、「イギリス、わがイギリス」、『白孔雀』と、夫を食いつぶす妻のエネルギー
を検証し、そこから見えてくる女性の性悪さとそれに巻き込まれる男性の立場を検討してい
きたい。さらに、このような悪女がどのようにロレンスの作品に関与したのかを、『無意識
の幻想』からも探っていき、最後には、ロレンスと悪女との関係性を述べられたらと思う。
第一章
　第一章では、「イギリス、わがイギリス」を辿りながら、家族という狭いコミュニティの
中で繰り広げられると男女の愛憎劇を見ていきたいと思う。この作品は、夫婦が辿る一生を、
辛酸をなめ尽くしたロレンスがイングランドののどかな田園風景を背景に　衝撃的に描き出
した作品である。第一章では、エグバートとウィニフレッドの関係の変遷を辿っていきなが
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ら、永続的に変わらない一貫した真実を述べられたらと思う。
　あらすじは、エグバードとウィニフレッドの新婚時代から幕を開ける。互いに夢中になり、
コテージで朝の使用人が入ってくる時以外は完全に二人きりであった。恋愛最盛期の名残も
まだ残っているのか、社会性を持たずして盲目的に二人は愛し合う。だが、エグバードは、
仕事と呼べる仕事には就かず、いつも家の庭の手入れに専念した。それゆえ、経済的な支援
は舅のマーシャルであった。さらに、ウィニフレッドを含め三人の娘には離れと言えるコテー
ジを提供したのもマーシャルであった。子供が生まれてからもエグバードの態度は変わらず
ひたすら庭のケアに専念し、マーシャルが柱となって生活は成り立っていた。次第に、ウィ
ニフレッド、子供、マーシャルの絆が深まり、長女のジョイスの怪我がきっかけで、さらに
三位一体の関係性が色濃くなる。
　妻が離れ、子が離れ、精神的な孤独に耐えきれなくなったエグバードは大戦にしぶしぶ参
加する。
　そこでエグバートは、幸せだった過去よりもすぐ目の前にある死を選ぶことで人生を全う
した。
　詳細に入っていきたいのだが、女側の心理変化が物語の根底を揺るがすのでその点から考
察していく。妻ウィニフレッドの心変わりがきっかけで夫婦間の関係がぎくしゃくし始める。
つまり、夫エグバードの頼りなさに憤りを感じ始めたウィニフレッドは彼の存在価値を見直
し始めるのだ。妻の心が夫から離れてく過程でエグバードの存在は妻ウィニフレッドにはど
のように映っていたのだろうか。まず、世間と断絶しながら庭造りに励む夫に疑問を抱き始
める。
Why…didn't…Egbert…do…something,…then?…Why…didn't…he…come…to…grips…withlife?…Why…
wasn't…he…like…Winifred's…father,…a…pillar…of…society,…even…if…a…slender,…exquisite…column?…
Why…didn't…he…go…into…harness…of…some…sort?Why…didn't…he…take…_some_…direction?（P63）
　語り手の描写でありながらも、“Why”を連続して使用することでエグバードへの不満が
限界にまで達したウィニフレッドの独白のように聞こえる。ウィニフレッドは本来、家族の
柱となるべき夫が地に足を付けずにいる様子に怒りと不信を抱き、自分の父のように社会と
関わりながら生きられないことにひどい不満を感じている。このような負の感情は次第に募
り、最終的に身内のマーシャルの存在価値を高め、敬うきっかけとなってしまう。時はたち、
子供が生まれた後では、ウィニフレッドはますます夫に違和感を覚えるのだった。
There…was…a…third…little…girl…born.…And…after…this…Winifred…wanted…no…more…children.…
Her…soul…was… turning… to…salt……So…she…had…charge…of… the…children,… they…were…her…
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responsibility.…The…money…for…them…had…come…from…her…father.…She…would…do…her…very…
best…for…them,…and…have…command…over…their…life…and…death.…But…no!…Egbert…would…not…
take…the…responsibility.…He…would…not…even…provide…the…money.…But…he…would…not…let…
her…have…her…way.…Her…dark,…silent,…passionate…authority…he…would…not…allow.…It…was…
a…battle…between…them,…the…battle…between… liberty…and…the…old…blood-power.…And…of…
course…he…won.…The…little…girls…loved…him…and…adored…him.…'Daddy!…Daddy!'…They…could…
do…as…they…liked…with…him.（P67）
　この引用からウィニフレッドがエグバードの実態を完全に把握し、エグバードの何事にも
「責任放棄」する本質を見極めていることが分かる。その結果、これ以上子供を設けること
はウィニフレッド自身の負担以外の何物でもないと悟りを開いたのだった。つまり、現実的
に「頼れない夫」を持ったがために子への責任感と義務感をより一層背負負うことになった
のだ。そして、夫婦間の亀裂の原因になる金銭問題について語られており、そこから、子の
養育費は全てマーシャル持ちであることが判明する。また、語り手は夫婦の関係を“battle”
と表記しており、その“battle”に勝ったのは夫と説明している点に注目すべきだ。子供の
愛情を独り占めできる権利を妻から剥奪しながらも子への「責任」は持たない。いや、持と
うとしない。このように、子を通して、夫婦間の大人気ないやりとりを感じることができる。
次第に、ウィニフレッドは、世間と現実を完全に踏まえ始める。すると、夫への嫌気が益々
募り、絶縁関係へと傾いていく大きな分岐点になっていることに気付く。この時点で、両者
の食い違いからロレンスは、恋愛と結婚の違いを絵に描いたように体現させている。そして
結婚当初のような夢心地は消えていくのだった。
　エグバードの様子はと言えば、主体性がなく、家族の大黒柱としての「父」の威厳もなけ
れば実体もない。ロレンスにとって、実の父との関係が生涯、作品に影を落とすことになり、
「父」の定義に終始悩まされていたことが目に浮かぶ。さて、ウィニフレッドは、そのよう
な夫を、舅に養ってもらっている「飼いならされた猫」と表現し、目を離せばどこかに消え
ていく浮世離れした人間とみなしている。さらに彼女は、夫を弱くもなければ強くもない、
大変扱いにくい中途半端な存在に位置付けている。それゆえ、ウィニフレッドとしても、猛
烈に拒絶するほど嫌いなわけではなく、新婚当初のような熱い感情を持っているわけでもな
い。夫が生半可なら、妻の気持ちも、生ぬるい中途半端な態度になる。エグバードはと言え
ば名ばかりの父でありながら、子供の心は自分の心に置きたがり、言わば「父」という役割
を表面的にこなし、また、その自分自身の姿に陶酔感を覚えている。
　ここまでで、エグバードは良くも悪くも新婚初期の頃から変わらず、庭の手入れに夢中で、
世間に身を投じようとはしない。だが、ウィニフレッドは時を隔てて変わっていく。子供が
生まれ、母になり、責任を背負う。彼女は変化と多様性に富むのだ。短編小説「太陽」で、
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太陽を浴びずに文明化、機械化された世界に埋没するひ弱な夫が妻の生命力溢れる体とは対
照的に描かれていたが、ここでは、皮肉にも外で太陽の光を浴びながらもエグバードは男と
しての威厳を兼ね備えてない。強靭な精神性をも合わせ持たなければエグバードのような父
になり損ねた中途半端な男に陥ってしまう。この点から、作者は肉体的魅力のみが男性の名
誉ではないことを仄めかしているのではないだろうか。すなわち、官能性と精神性が両方成
り立って均衡の取れた「人格」が形成されると読者に印象付けると訴えているとも取れる。
　このように、暗雲立ち込め始めた夫婦間に、さらなる亀裂が生じる事件が勃発する。冒頭
部分でもジョイスが叫んだ「ばあや、蛇のいるところへ行ってしまうからね」‘'If…you…don't…
come…quick,…nurse,…I…shall…run…out…there…to…where…there…aresnakes.'’が、中盤になって再
表出される。危険な香りを暗示しているようだ。そして、エグバードが庭に置き放しにして
いた鋤に娘のジョイスが脚を掬われてしまうのだ。始めはただの擦り傷だと思い、地元の医
者に診てもらったが、病状は良くならず、それどころか、ますます悪化していった。そして、
マーシャルの提案でロンドンの医者へと駆け込むことになる。そこで、ジョイスは治療に専
念するのだが、片足の不自由という報われない結果に終わる。ジョイスのけがにより、妻ウィ
ニフレッドは以前よりも増して夫を拒み始める。
Egbert…was…out…of… it.…Without…anything…happening,…he…was…gradually,unconsciously…
excluded…from…the…circle.…His…wife…still…loved…him,physically.…But,…but--he…was…_almost_…
the…unnecessary…party…in…the…affair.…He…could…not…complain…of…Winifred.…She…still…did…
her…duty…towards…him.…She…still…had…a…physical…passion…for…him,…that…physical…passion…
on…which…he…had…put…all…his…life…and…soul.…But--but--（P60）
　夫がよそ者扱いされていく過程で、妻が夫に捧げるのは肉体的な奉仕だけであった。機械
的な振る舞いのウィニフレッドにエグバードは違和感を抱き始める。そして、心の中でため
込んでいた不満が徐々に募り、限界に近付いていくのだ。そんな中ウィニフレッドは、夫に
対する自分自身の肉体的欲望を軽蔑し始める。
She…began…to…resent…her…own…passion… for…Egbert--just…a… little…she…began…to…despise…
it.…For…after…all… there…he…was,…he…was…charming,…he…was… lovable,…he…was… terribly…
desirable.…But--but--oh,…the…awful…looming…cloud…of…that…_but!_--he…did…not…stand…firm…in…
the…landscape…of…her…life…like…a…tower…of…strength,…like…a…great…pillar…of…significance.…No,…
he…was…like…a…cat…one…has…about…the…house,…which…will…one…day…disappear…and…leave…no…
trace.（P60）
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　精神的に夫を拒み、実質、「妻」の役割を放棄しているウィニフレッドだが、かろうじて、「夫」
に対して残っている魅力が、肉体美であることが判明する。ここに、妻ウィニフレッドの精
神と肉体の分離が仄めかされており、夫は妻にとって「道具」の範疇に分類される。肉体的
欲求のみが妻の所有欲を引き起こす点が、まさにこれを物語っている。どちらにせよ、もは
や、人格を伴わない「物」として妻の心の中に刻み込まれるのだ。つまり、エグバードの人
間性は、この時点では完全に無視されている。エグバードはウィニフレッドにとって、肉体
的な情熱を引き起こすだけの存在になり下がってしまったのだ。そこで彼女は、この欲求を
浄化させるかのように、また、この罪を償うかのように、ウィニフレッドは足繁く教会に通
いつめる。　　　
He…was…terrible…to…her…now,…like…a…temptation.…She…had…devoted…herself…to…her…children…
and…her…church.（P77）
　キリスト教に奉仕することで、自分自身を男性と関係を持たない修道女に仕立てている。
まるで男性との介在なしで赤子を設けた聖母マリアを具現化しているかのようだ。そうする
ことで、エグバードの存在を完全に打消し、また同時に、自身の欲望を清めている。さて、
ここで視点を変えて、ウィニフレッドの変化に伴う、エグバートの彼女に対する批判を見て
いきたい。前述したように、「妻」の役割は、ウィニフレッドにとってもはや重要でなくなり、
子供の「母」であることが兄よりも最優先であった。子への強い義務感と責任感を本来担う
はずの「父」の代わりに母ウィニフレッドがこの役割を果たしている。そして、ウィニフレッ
ドの子に対する愛情表現をエグバードは批判的に見つめる。
'Joyce,…my…darling,…don't… cry!'… said…Winifred,… suddenly… catching… the… little…girl… to…
her…breast… in…a…strange… tragic…anguish,… the…_Mater…Dolorata_.…Even…the…child…was…
frightened…into…silence.…Egbert…looked…at…the…tragic…figure…of…his…wife…with…the…child…at…
her…breast,…and…turned…away.…Only…Annabel…started…suddenly…to…cry:…'Joycey,…Joycey,…
don't…have…your…leg…bleeding!'　（P69）
　この引用から、母ウィニフレッドの過剰な反応にエグバードは嫌悪感を抱いている。子に
すがりつく母ウィニフレッドの姿はメロドラム的さえあるからだ。彼女の様子を一線置いて
‘sensational’と表現している。母性という名の愛情に共感を得ることができない父エグバー
ドの根底には、「孤独」が流れ始める。妻の夫エグバードに対する愛情の消失により、エグバー
ドはますます妻に対して否定的な感情を抱き始める。子の誕生後、自分を顧みてもらえない
のは淋しさの極致であることを物語るように、エグバートは家族からどんどん孤立していく。
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一方、妻ウィニフレッドは、母性を手に入れ、キリストに仕え聖母マリアのような神々しさ
を兼ね備え始める。そのため、エグバードは、「父」、あるいは「男性」がもつ普遍的な「孤
独」を表しているとも解せる。なぜなら、母と子のへその緒で繋がった一体感を一生味わう
ことができないからだ。このように、ジョイスのけが夫婦の破綻を決定付ける。家族から、
はじき出されたエグバードは、妻から「腫物にさわる」対応を受け始める。さらに悪いこと
に、使用人までもがエグバードを家族に属せなくなった、ならず者として感じ始めるのだ。
Her…duty… as… a…wife… did…not… enter.…As… a…wife… she…had…no… sense… of… duty:… only… a…
certain…bitterness…towards…the…man…with…whom…she…had…known…such…sensuality…and…
distraction.…She…was…purely…the…_Mater…Dolorata_.…To…the…man…she…was…closed…as…a…
tomb…….Winifred…waited… for…him… in…a… little…passion…of…duty…and…sacrifice,…willing…to…
serve…the…soldier,…if…not…the…man.…It…only…made…him…feel…a…little…more…ugly…inside.（P74）
　どっしりと、エグバードの前に墓場のように立ち尽くす妻は、彼の精神も肉体も、もはや
受け入れることができない。ついに夫の存在の拒絶に至ってしまったのだ。妻のこうした態
度は夫の男性性を奪う。そして、この引用からエグバードの去勢のテーマが浮き彫りになり
始める。
It…was…awful… to…her… to…have… to…have…him…about--moving…about… in…his…shirt-sleeves,…
speaking…in…his…tenor,…throaty…voice…to…the…children.…Annabel…simply…adored…him,…and…
he…teased…the…little…girl.…The…baby,…Barbara,…was…not…sure…of…him.…She…had…been…born…
a…stranger… to…him.…But…even… the…nurse,…when…she…saw…his…white…shoulder…of… flesh…
through…the…slits…of…his…torn…shirt,…thought…it…a…shame.（P78）
　この引用からエグバードは赤の他人として扱われているのが分かる。注目すべき点が、父
と子でありながら、父親エグバードが三人目の子供にとっては、‘stranger’に映っている
ことだ。ここに、血縁関係から絶縁関係へはじき出されたエグバードの他者性へと通じる。
これとは対照的に、長女ジョイスとは、エグバードとどこか通じるものが感じられた。
He…and…she…were… like…members…of… some… forbidden…secret… society…who…know…one…
another…but…may…not…recognize…one…another.…Knowledge… they…had… in…common,… the…
same…secret…of… life,… the… father…and… the…child.…But… the…child…stayed… in… the…camp…of…
her…mother,…honorably,…and…the… father…wandered…outside… like…Ishmael,…only…coming…
sometimes…to…sit…in…the…home…for…an…hour…or…two,…an…evening…or…two…beside…the…camp…
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fire,… like… Ishmael,… in…a…curious…silence…and…tension,with… the…mocking…answer…of… the…
desert…speaking…out…of…his…silence,…and…annulling…the…whole…convention…of…the…domestic…
home.（P78）
　ある秘密を共有した者同士がゆえ、踏みこめない領域、言わば、絶対的距離感がジョイス
とエグバードを支配している。その共通点とは、完全に家族という集団になじみきれずにい
ることだ。
　具体的に、父エグバードは、長女ジョイスの怪我の要因になり、白い目で見られながら家
族から疎外され、ジョイスは脚が動かないため皆からの援助が必要な立ち位置にいる。つま
り、両者、アウトサイダーなのだ。これ以外の共通点として、ジョイスの身体的特徴がエグ
バードのそれと似通っていることが伺える。
It…was…the…first…exquisite…blonde…thing…that…had…come…into…the…family,…a…little…mite…with…
the…white,slim,…beautiful… limbs…of… its… father,…and…as… it…grew…up…the…dancing,…dainty…
movement…of…a…wild…little…daisy-spirit.　（P59）
　この描写から、冒頭部分にあったエグバードの女性らしい繊細さを受け継ぐ形でジョイス
の身体特徴が詩的に描かれていることが判明する。ウィニフレッドの情熱とは対照的に、エ
グバードは女性的で芸術的な雰囲気を醸し出していた。それらは、物語後半で露わになるエ
グバードの男性性の失墜を物語る鍵となっていたのではなかろうか。時間の経過と共に、エ
グバードは「家族」のみならず「生」からも脱線していく。戦場で彼の人生は変わる。ウィ
ニフレッドによって、心も体も蝕まれたエグバードは孤独な戦場生活を強いられる。そこで、
彼は肉体も精神も荒廃していく。生と死の狭間で、無意識に死を意識しながら兵士として国
に奉仕している姿が描き出されている。不気味な空間にいながらも、エグバードはここでも
冒頭部分同様に周囲に生えている植物に目に入って心惑わされる。
The…gorse…bushes…on…either…hand…were…dark,…but…a… few…sparks…of… flowers…showed…
yellow.…He…noticed… them…almost…unconsciously…as…he…waited,… in… the… lull.…He…was… in…
his…shirt-sleeves,…and…the…air…came…chill…on…his…arms.…Again…his…shirt…was…slit…on…the…
shoulders,…and…the…flesh…showed…through.…He…was…dirty…and…unkempt.…But…his… face…
was…quiet.…So…many…things…go…out…of…consciousness…before…we…come…to… the…end…of…
consciousness.　（P83）
　過去こだわっていたエグバードがこの時ばかりは未来にある死を積極的に受け入れる皮肉
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な構図を取っている。この引用から戦場での人生を描いた「プルシア士官」の最後の描写を
彷彿とさせる。甘くて優しいコテージの空間を描いていた前半部分とは対極化に置くこと
で、緊迫感に包まれた文体がより生きる効果をもたらす。そして、「死」を覚悟しながら一瞬、
一瞬を生きようとするエグバードの姿が読者に立体化されて映る。
When…faintly…something…began…to…struggle…in…the…darkness,…a…consciousness…of…himself,…
he…was…aware…of…a…great…load…and…a…clanging…sound.…To…have…known…the…moment…of…
death!…And…to…be… forced,…before…dying,… to…review…it.…So,… fate,…even… in…death…After…a…
time…he…seemed…to…wake…up…again,…and…waking,… to…know…that…he…was…at… the… front,…
and…that…he…was…killed.…He…did…not…open…his…eyes.…Light…was…not…yet…his.…The…clanging…
pain… in…his…head…rang…out… the…rest…of…his… consciousness.…So…he… lapsed…away… from…
consciousness,…in…unutterable…sick…abandon…of…life.　（P85）
　無意識と意識を行ったり来たりしながら「死」を受け入れたエグバードは、父権制社会の
消滅を暗示しており、軟弱化した男性が消滅せざるを得ない運命を、「戦争」という形で終
結させている。このように、ラストに畳みかけるようにエグバードは死へと追いやられてし
まうのだ。果たして夫の死を妻は知っているか定かでないまま物語は幕を閉じる。ここに、
母権社会の勝利という形でエグバードは物語空間から消え去るのだった。
　以上、「イギリス、わがイギリス」の検証であったが、これ以外にも、このような夫婦間
におけるメロドラマ的な展開が描かれた作品に、「菊の香」が挙げられる。そこでは、嫁と
姑の話で物語を賑わしたが、今回は、夫と舅を取り入れている点が興味深い点だ。マーシャ
ルが登場することでエグバードの曖昧な存在感が際立つ構図を取っている。エグバードは経
済的に嫁も子供も養えるほどではなく、本来あるべき「父」の姿を体現できないでいた。一方、
舅である　マーシャルは、娘夫婦の大黒柱の役割を快く引き受けていた。一見、前者を否定
し、後者を肯定しているかのように見えるが、舅マーシャルはただ娘を甘やかしているだけ
で、自立させるきっかけを与えようとはしていない。子離れできない親には、親離れできな
い子が付随するのだ。ここに、「父」と「子」の危険な関係性も見て取れる。そして、‘patronase’
が示しているように、マーシャルは娘のパトロンの役割のみを請け負っている。「子を守り、
育て、自立させる」ことを具現化できる男が存在しないことをマーシャルとウィニフレッド、
そして、エグバードとジョイスとの描写から仄めかしているようだ。以上から、現代にも通
じる理想の「父」の在り方が問われているのと同時に、父権社会の消滅に警告を発している
かのようだ。このように、夫婦とはふとした瞬間に関係性が崩れ落ちてしまう大変脆い代物
なのかもしれない。
　第一章では、男女が出会い、求め、拒み、憎み、離れ、解放されていく過程をダイジェス
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トで検討したがその結果、夫婦が本当の意味で愛し合える時間、空間はかなり短いことが証
明された。ウィニフレッドが20歳、そして、エグバード21歳で結婚してから約10年間で、二
人を取り巻く環境は大幅に変化した。まさに激動の10年間であった。このような脆い夫婦関
係を通じてロレンスは男女のみならず、良好な人間関係の構築の難しさを訴えかけているの
ではなかろうか。
　妻ウィニフレッドの頑なな態度は、エグバードを圧迫し、家族から追放させた。この爆発
的なエネルギーは、男を食いつぶす類であり、何よりも驚異的であった。悪魔的な様相をも
醸し出していたウィニフレッドにエグバードは恐怖を抱き、妻ウィニフレッドの子への強い
義務感と責任感には、エグバードは嫌悪と憎悪を感じずにはいられなかった。このような女
性の特質が「母性」と捉えなら、「母性」は「ファムファタル」と定義することができるの
ではなかろうか。第二章では、この件について深く掘り下げていきたい。
第二章
　第一章では、「イギリス、わがイギリス」（1915）で描かれた夫婦の悲惨な運命を味読、分
析した。そこで、夫婦間の明暗を色濃く写し出す原因は、ウィニフレッドの心境の変化であ
ることを検証した。現に、エグバードはウィニフレッドによって無能のレッテルを貼られた
からだ。金の切れ目が縁の切れ目と言わんばかりにウィニフレッドは恋愛と結婚を、夢と現
実の違いを肉体と知性で理解した結果、彼女はエグバードの運命を翻弄させた。そこで第二
章では『白孔雀』を取り上げ、母親のファムファタル性についてさらに検討してきたいと思う。
　『白孔雀』はロレンスの処女作であり、ロレンスの母リディアの臨終間際に書き終えたも
のである。あらすじは、語り手シリルの妹レティと、ミル農場で働くジョージとの男女間の
機微を軸として、展開される。全ての出来事はシリル視点で描かれていて、その過程に、文
明社会に闘いを挑みこむアナベルをも介入し、ロレンスの思想も要所、要所に挟まれており、
隅まで見逃せない濃密な内容となっている。さらに、男性同士の親密な関係について語られ
る章も存在している。他には、最終的にはレティの夫となるレズリ、ジョージの従妹で妻と
なるメグ、ジョージの妹エミリーが登場し、互いに思い合いながらも、レティとレズリ、ジョー
ジとメグ、と、別の意中の異性と結ばれる悲劇的な結末が描かれる。
　第三部でのレティ、メグの結婚後、シリルの語り口が幾分辛辣なものへと変化していく。
その主な原因に、両者が妻となり、子を産み、母親となり、一家の柱である夫、父親を当て
にしなくなったことが挙げられる。メグ、レティの変化に戸惑うジョージは、言いしきれな
い孤独を感じ、その姿を目の当たりにしたシリルもジョージと同様元恋人のエミリーの神々
しい母性にひどい嫌悪感を抱き始め、男女間の溝を深めていくきっかけとなる。第二章では、
ジョージとメグの関係性に焦点を置いて、母権社会対父権社会の構図を浮き彫りにしたい。
　まず、貧困街の少年少女が赤子を世話している姿を見かけたメグが、即座に馬車から降り
─ 454 ─
て、ジョージとシリルには目もくれずに必死で抱き上げた場面を引用したい。恵まれない子
供への同情心から涙を流しながら感情的になり、これ見よがしの母性をありったけにジョー
ジとシリルに披露するメグに、聖母アリアのような慈悲深さというよりはむしろ、身の毛が
よだつような憎悪感を抱いてしまうのだ。
"Oh,… look,… the…poor… little… thing!"……Meg… leaped…out,…and…dragged…the…child… from…the…
wretched…chair.…The…two…boys,…drenched…with…tears,…howled…on.…Meg…crouched…on…the…
road,…the…baby…on…her…knee,…its…tiny…feet…dangling…against…her…skirt.…She…soothed…the…
pitiful…tear-wet…mite.…She…hugged…it…to…her,…and…kissed…it,…and…hugged…it,…and…rocked…
it…in…an…abandonment…of…pity….."Poor…little…lamb!"…cried…Meg,…in…another…access…of…pity,…
clasping…the…baby…to…her…bosom…with…one…hand,…holding… its…winsome…slippered… feet…
in… the…other.…She…remained…thus,… stung…through…with…acute…pity,…crouching,… folding…
herself…over…the…mite.…At…last…she…raised…her…head,…and…said,… in…a…voice…difficult…with…
emotion:（P371）
　ここから、メグとジョージの感覚の不一致が始まったと言っても過言ではない。続く章で
ジョージのメグへの不満が徐々に剥き出しになっていく。加えて、語り手シリルも女性に対
してジョージと同等の感情を抱き始める。出産後の女性陣にとって、「赤子」の存在が男性
陣に代わり、本来「夫、父」として尊重される男側の居場所が徐々になくなっていく過程が
終盤まで続く。ジョージが、虚しい心境を吐露すればするほどシリルもその境遇に身を置か
れていくのだった。
Emily,…delighted,…began…to…undress…the…baby…whose…hair…was…like…crocus…petals.…Her…
fingers…trembled…with…pleasure…as…she… loosed…the… little…tapes.………A…distinct,…glowing…
atmosphere… seemed…suddenly… to…burst…out…around…her…and… the…child,… leaving…me…
outside.…The…moment…before…she…had…been…very…near…to…me,…her…eyes…searching…mine,…
her…spirit…clinging… timidly…about…me.…Now…I…was…put…away,…quite…alone,…neglected,…
forgotten,…outside…the…glow…which…surrounded…the…woman…and…the…baby.　（P356）
　エミリーがメグの子をお風呂に入れてやるときの場面だが、そのときのエミリーの赤子に
対する愛情が並々ならぬものであったがゆえ、シリルは動揺と困惑を感じている。引用から、
エミリーと赤子を取り巻く空気感を「燃えるような」と表出しており、赤子を目の前にして
一気にのぼせあがったエミリーの姿が読者に容易に伝わる。その燃えるような空間から完全
に除外されている自己の立場に、シリルは疎外感しか残らないでいる。自分の居場所を赤子
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に剥奪されてしまったシリルの侮辱感と孤独感がせめぎ合うのだ。
　しかし一方で、メグの母親振りを讃えている。マドンナのように威厳を伴った風格に一線
を置いているのだ。母性の神々しさに心惹かれはするが、自身を赤子より省みてもらえない
ために不満を募らせてしまう。このように、シリルは、両義的な感情をメグ、エミリーに抱
いていることが明らかになる。それゆえ、赤子が誕生する前と後では、女性側の優先順位、
男性自身の存在価値の位置付けが変動するため、男性側がより複雑な心理状態に陥るのも自
然な成り行きと言える。
　このように、赤子の誕生きっかけに、父親を含めた男性側の孤独がより一層深まっている
ことが判明する。次の引用では、父親側と母親側、ないしは、夫側と妻側では子に対して決
定的な温度差が生じていることを表した場面である。レティがかつて愛したジョージを諭す
場面があるが、そこでジョージは妻メグに不信感を抱きまた、夫婦関係を「闘い」と例えて
発言している。
"What…is…there…left…for…me…to…believe…in,…if…not…in…myself?"
"You…have…to…live…for…your…wife…and…children,"…she…said…with…firmness.
"Meg…has…plenty…to…secure…her…and…the…children…as…long…as…they…live,"…he…said,…smiling.…
"So…I…don't…know…that…I'm…essential."
"But…you…are,"…she…replied.…"You…are…necessary…as…a…father…and…a…husband,…if…not…as…a…
provider."
"I…think,"…said…he,…"marriage…is…more…of…a…duel…than…a…duet.…One…party…wins…and…takes…
the…other…captive,…slave,…servant--what…you…like.…It…is…so,…more…or…less."
"Well?"…said…Lettie.
"Well!"…he…answered.…"Meg…is…not…like…you.…She…wants…me,…part…of…me,…so…she'd…kill…me…
rather…than…let…me…go…loose."
"Oh,…no!"…said…Lettie,…emphatically.
"You…know…nothing…about…it,"…he…said…quietly.
"In…the…marital…duel…Meg…is…winning.…The…woman…generally…does;…she…has…the…children…
on…her…side.…I…can't…give…her…any…of…the…real…part…of…me,…the…vital…part…that…she…wants-
-I…can't,…any…more…than…you…could…give…kisses…to…a…stranger.…And…I…feel…that…I'm…losing--
and…don't…care."　（P387）
　この場面でレティは自身の存在価値で悩んでいるジョージに、メグと子供にとって夫、父
として必要な存在だと励ます。だが、ジョージは妻メグが、子供を味方に付けて、自分自身
とは向き合おうとはしない姿に苛立ちを覚えている。そして、見逃せないのは、ジョージは、
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結婚を戦争ととらえていることが判明する。一方が優勢になると、男女のバランス関係は均
衡を保てなくなり、勝利と敗北という二択に陥るというのだ。この会話から「妻」、「母」と
変化を遂げる女性と父になり損ねた男性の格差を露呈しているようだ。敗北した夫は、無能
になり肉体も精神も去勢されていく。まさに、エグバードの現状と重なり合うのだ。結婚は
人生の墓場とはよく言ったものだが、結婚が「戦争」ならば、同士として戦友になり得ない
のだろうか。
　ジョージの精神は、レティの裏切り、メグの母性により、徐々に蝕まれていった過程はす
でに見た通りだが、残酷までにも彼女たちがジョージに及ぼす影響力精神のみならず肉体
にまで及んでいた。興味深いことに、『白孔雀』の第三部の冒頭部分で、カルメンの観劇の
場面が描かれている。ファムファタルの象徴であるカルメンの演技にすっかり魅了された、
ジョージ、メグ、シリルの三人の姿から、ロレンスは意図的に歯車を狂わす女の悪女性が今
後、話の展開に影響を及ぼすことを暗示したのではなかろうか。時間の経過と共に、ジョー
ジは肉体も精神も廃れていき、アルコール依存症の発症により、以前の姿はもはや見られな
くなっていく。
When…he…took…off…the…jacket…of…his…pajamas…to…wash…himself…I…turned…away.…His…arms…
seemed…thin,…and…he…had…bellied,…and…was…bowed…and…unsightly.… I…remembered…the…
morning…we…swam…in…the…mill-pond.…I…remembered…that…he…was…now…in…the…prime…of…
his…life.…I…looked…at…his…bluish…feeble…hands…as…he…laboriously…washed…himself.…The…soap…
once…slipped…from…his…fingers…as…he…was…picking…it…up,…and…fell,…rattling…the…pot…loudly.…
It…startled…us,…and…he…seemed…to…grip…the…sides…of… the…washstand…to…steady…himself.…
Then…he…went…on…with…his…slow,…painful… toilet.…As…he…combed…his…hair…he… looked…at…
himself…with…dull…eyes…of…shame.　（P411）
　かつて、語り手で同性であるシリルまでがうっとりしたジョージの均整の取れた肉体はア
ルコール依存症発症から朽ち果てていき、見るに耐えない姿に変貌していた。心の衰退と共
に肉体までもが悲鳴を上げ、食の嗜好までもが変化し、かつて、結婚前のように、勢いよく
肉類を口にすることはなくなっていた。ここに、メグの母親としての強い存在感とは対照的
に、ジョージはますます弱者に格下げされてしまった両者の姿が明確に浮き彫りになる。
　引用から、結婚を「闘い」と唱えるジョージだが、勝利の明暗を分けたメグとジョージの
最終的な姿から彼がこう断言するのは無理がない。敗北したジョージに、父親の資格はもは
やなく、メグが子を産んでからジョージの父親としての姿は影も形もない。彼女の目から見
れば、ジョージはただの家庭の厄介者にすぎず、家事も育児も従事しない、ならず者として
メグがジョージを見下していることが伺い知れる。ここに、ジョージのメグの悪女性による
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去勢化が浮き彫りになり、闘争に完敗したジョージは、家庭という狭いコミュニティに完全
に馴染めず、自ら孤独の道へと向かっていく。ここから、ジョージの破滅が加速して描かれ、
最後には完全に孤立したジョージが農場でジョージと共に居るところで終わる。
第三章　母権社会への抵抗
　このように、『白孔雀』、「イギリス、わがイギリス」では、女が男を食いつぶす支配関係
を露呈したロレンスだが、続く長編小説に『恋する女たち』（1920）が登場するが、ここでは、
バーキンとアーシュラ、ジェラルドとグドルーンという二組の恋人たちが男女間の理想的な
あり方を模索する。前者は、「星の均衡」という概念をもって男性と女性の同等の立場を掲
げている。
　一方、後者は、主従関係で男女間を括りつけようとした。物語の終盤では、ジェラルドと
グドルーンは雪山の中で事故死ししてしまう。ここに、主従関係を伴う男女関係は崩壊せざ
るを得ない状況を物語っている。妻、恋人、あるいは母性の隷属となった、「イギリス、わ
がイギリス」のエグバート、『白孔雀』のジョージとは打って変わって、『恋する女たち』で、「星
の均衡」という、男女間における支配関係の撲滅とも取れる新たな見解を見出したロレンス
であったが、続く短編小説『女王様』（1924）、『処女とジプシー』（1926）では、世間知らずの
ブルジョワ階級出身の箱入り娘が、肉体的魅力に溢れた男性に服従を強いられる姿を描いて
いる。
　これらの作品の前では、中編小説「狐」（1918）、『ロストガール』（1920）が女性の男性への
服従を扱った作品に該当し、無意識下で男性の支配下に置かれる女性の姿がクローズアップ
されている。どの作品も、『白孔雀』とは対照的な主従関係を見出していて、男性優位の色
合いをはっきりと映し出している。このように、作品と年代によって、男女間の上下関係に
違いが生じていることが判明する。それでは、ロレンス自身の理想はいかなるものだったの
か。
　作品内の人物を介してではなく、自身の声で語られたエッセイ「女に様式を与えよ」を通
してその真意を探っていきたい。
　当時の女性観は歴史的背景から見て、「家庭の天使」と「新しい女」と、家庭内と家庭外
で括られ始めた時期であり、選挙権獲得を求める女性が現れ、女性解放運動の最中であった。
The…worst…of…it…is,…as…soon…as…a…woman…has…really…lived…up…to…the…man’s…pattern,…the…
man…dislikes…her…for…it……She…may…spend…years…living…up…to…a…masculine…pattern.…But…
in…the…end,… the…strange…and…terrible… logic…of…emotion…will…work…out…the…smashing…of…
that…pattern,…if…it…has…not…been…emotionally…satisfactory.…This…is…the…partial…explanation…
of… the…astonishing…changes… in…women.…For…years…they…go…on…being…chaste…Beatrices…
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or…child-wives.…Then…on…a… sudden--bash!…The…chaste…Beatrice…becomes…something…
quite…different,… the…child-wife…becomes…a…roaring… lioness!…The…pattern…didn’t…suffice,…
emotionally.　（P434）
　「家庭の天使」という男性優位社会から女性を解放させたいといったロレンスの女性への
同情が感知される。だが、女性の不自由さを嘆き悲しむ文体でもあるにもかかわらず、男の
束縛から完全に自由になることを全肯定しているわけではない。というのも、この引用には
ロレンスの女性に対する非常に曖昧で両義的なメッセージ隠されているからだ。
　歴史的側面から見て、女性の力が台頭してきた反動か、その抵抗の手段として、文面から、
幾分専制的で、高台から操る男性の視点から男性の理想とする女性像が語られている。女性
陣が男性の望む幾多の女性像に一歩でも近付こうと困惑しながらも努力している光景を見
て、憐みの情を抱くのだが、その根底には、女性陣を振り舞わしている感を彷彿とさせ、高
みの見物者としての優越感が無意識に漏れている。つまり、女性の不自由な身分を要する社
会体制に抗議しているにもかかわらず、結果的に女性を手中に収めるロレンスの勝利として
このエッセイでは収められているのだ。
　このように、新しいものに対する抵抗感と古いものへの安心感が、物語を介さない随筆で
は如実に表れている。これらから、ロレンスは、「新しい女」に馴染めない心理状況下で「女
に様式を与えよ」を執筆したものと考えられる。それゆえ、両義的で相反する感情にロレン
ス自身挟まれていることが判明する。つまり、男の言いなりになる女性を軽蔑視し、さらに
は、男性の理想とするスタイルに女性をはめ込ませようとする社会の在り方に懐疑的な眼差
しを向けている。だが、その一方で合間、合間、男性の支配下で女性が動くことを願う男性
本位な考えが垣間見え隠れすしないだろうか。さらに言えば、着せ替え人形のような女性を
貶めているにもかかわらず、本心では、女性は従来通り、男の言いなりである存在であって
ほしいといった、新しいものに対する抵抗感と古いものへの安心感が、物語を介さない随筆
では如実に表れているの。それゆえ、この引用部分は、ロレンスの男女間の支配関係を探る
上で打ってつけの題材であり、非常に複雑で逆説的な感情を抱いているロレンスの深層心理
が伺える一節である。
　このように、『白孔雀』、「イギリス、わがイギリス」二作品と大きく異なるのは明らかであり、
肉声が虚構では違う形となって立ち現れている。『白孔雀』、「イギリス、わがイギリス」では、
妻に肉体的にも精神的にも去勢されてしまった夫とは対極している。これらの不一致の原因
に、『白孔雀』、「イギリス、わがイギリス」メグ、レティ、ウィニフレッドのような女の力
の台頭化が挙げられないだろうか。女の力を圧制したいが完全にそうできない。手強い女を
支配することができないもどかしさが物語空間に移された結果、作品とエッセイ間で分裂し
たのではなかろうか。ロレンスの理想と現実であろう。
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終章
　さて、二作品を比較、検討した結果、「イギリス、わがイギリス」のエグバートも『白孔雀』
のジョージも、情熱的に愛した女性から見捨てられ、その結果、両者とも魂が抜け落ち、肉
体も徐々に落ちぶれていく過程が時間の経過と共に劇的に描かれていた。女性側の結婚、出
産に伴う心境の変化により、枯渇した人生を送らざるを得ない状況に追い込まれてしまう男
性陣は、「敗北」とみなされ、女性陣は、「大勝利」を収める。自然社会のみならず、ロレン
スは、「弱肉強食」で定義付けられる食物連鎖の系譜に、男女間の関係も当てはめていたこ
とが伺い知れる。そして、ロレンスは赤子を中心とした母権社会の犠牲者となってしまった
エグバードとジョージに肩入れしたくなるほど感情移入をしているわけでなく、ある一定の
距離を保って、客観的に、そしてどこか冷徹な眼差しを両者に向けている。この見解は、ジョー
ジの一挙一動を観察し、最後まで語り尽くすシリルの立場と通底する。それゆえ、シリルは、
書き手ロレンスの代わりとなって言葉を紡ぎ出している。1911年に発表された『白孔雀』では、
ジョージのアルコール依存症による精神と肉体の解体で留まっていたが、1915年「イギリス、
わがイギリス」では、エグバードの戦死で幕を閉じた。前者では、辛うじて命が残っていた
にもかかわらず、後者では、命を落とすまでに至った。この結末の相違点は、母性のファム
ファタル性が、『白孔雀』執筆時に比べて強く父親側に影響を及ぼし始めたことを証明して
いるのではなかろうか。
　エグバード、ジョージの孤独には、ウィニフレッド、メグの母性が根底に潜んでいること
が判明した。さらに言えば、男らしさの危機、失墜には女の悪女性と密接に繋がっており、「イ
ギリス、わがイギリス」では、エグバードの戦死を、『白孔雀』では、メグ、レティに窮地
に追い込まれるジョージを検証することができた。恋愛時代の情熱は時間の経過と共に消え
去り、女性側の結婚、出産に伴う変化によって、エグバード、ジョージ、そして語り手シリ
ルも、過去に抱いた妻、恋人へのロマンを崩壊させられた。このような結果には、夫から子
へと妻の愛情の比重が大きく変わったことが、大きく起因する。昔を回想する場面では、エ
グバードは、家族と妻と楽しく過ごした田園風景を、そして、ジョージは、レティに恋い焦
がれた青春時代を想い起こしており、両者とも、今と過去を比較して、肩身の狭い思いを抱
いており、かつてのロマンの崩壊を嘆いている。
　『白孔雀』では、ジョージとメグとの結婚生活は、闘争行為になぞられ、勝ち負けで女性
と男性の立場を大きく隔たせていた。男性は子孫を残すための存在としてでしか扱わなく
なった妻メグの傲慢さと、その振る舞いに耐えられず虚弱してしまった夫ジョージが、終盤
明確に描かれていた。そして、悲しいことに、父親ジョージを、子を宿し産み育てる母親メ
グと比較すれば、ジョージは子孫繁栄のみの存在にすぎないがゆえに、戦闘の勝利の見込み
はなく、今後もメグに負け続けるであろうジョージの姿がまざまざと描かれていた。このよ
うな対立関係は、弱肉強食を軸とした食物連鎖彷彿とさせ、ピラミッドの頂点に立つメグが
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狭い家庭環境を支配していた。「イギリス、わがイギリス」では、エグバードが、舅マーシャ
ルに経済的な柱になってもらったため、夫として、さらには、父親としての威厳が抜け落ち、
その点に結婚当初から強い不満を持った妻ウィニフレッドが、ついに夫エグバードに対して
愛想を尽かしたことが発端でエグバードは家庭から離れ兵士となり、戦場で戦死した。
　この威力は、対夫のみならず、対子にも影響を及ぼす。『息子と恋人』では、母親側の一方
的な盲目的な愛は、子を窮屈な思いにさせ、主人公ポールは心の負担を取り払いたくても、
母性の呪縛から逃れられないでいた。ロレンス自身、母、フリーダを含めた女性とは切って
も切れない宿命性を見出し、その結果、「イギリス、わがイギリス」、『白孔雀』の冒頭部分
から最後に至るまでの女の悪女性を暴露したのではなかろうか。そして、彼女たちの悪の力
を際立たせるために、エグバードとのジョージ、男性側に絡めていき、没落させていったの
ではなかろうか。
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D.H. Lawrence behind the femme fatale
KONDO,…Mari
This…essay…examines…“England,…My…England”…and…“The…white…peacock.”
In…“England,…My…England,”…Lawrence…depicts…the…self-destructive…Egbert,…who…is…killed…at…
the…front…after…enlisting…in…the…army…in…an…attempt…to…reassert…his…masculinity.…In…addition,…
his…wife…drives…him…into…a…corner…and…finally…she…never…considers…him…to…be…her…husband…
and…her…children’s…father.………
“The…White…Peacock”…was…published…in…1911.……The…young…farmer…George…is…hopelessly…in…
love…with…the…superior…young…lady…Lettie…who…gets…married…with…the…superior…young…man.…
George…gets…sick…and… falls… into…a…depression.…Lawrence…writes…sentimental…melodrama…
with…the…strained…relationship…between…hysterical…young…wife…Lettie…and…passive…husband…
George.… … In… this…way,…“England,…My…England”…and…“The…white…peacock”…Egbert…and…
George…are…under…the…control…of…the…romances.
However,…we… found… that… from…his… essay,… the… symbol… of… the…male… domination… and…
aggressiveness…is…his…ideal,…apart…from…“England,…My…England”…and…“The…white…peacock”.…
For… instance,…Lady Chatterley’s…Lover,…“The…Virgin…and…the…Gipsy”“The…Princess,”…and…
other…tales…are…depicted…male…sexual…domination.……In…other…stories,…“The…Witch…a…la…Mode,”…
“The…Lovely…Lady”…Lawrence…examines…the…mythos…of… the… femme…fatale,…or…dangerous…
woman.……In…his…real…life,…he…had…been…with…Frieda,…who…had…suffered…Lawrence…and…from…
his… letter… to…Frieda,… their…relationship…was…rather…battle… than…duet.… …For…Lawrence,… the…
femme…fatale…is…inspiration…for…his…works…and…his…life.…
